
農業委員に推薦を受けた者・応募した者のリスト（受付順）

作付 耕作面積

S44.4～
S49.4

山口トヨタ

H1.8～
R3.3

防府とくぢ農協

R5.7～
防府市農業委員
会委員

S50.4～
H5.3

防府市花木セン
ター

H24.4～
防府市食生活改
善推進協議会

H29..4～
ＪＡ防府とくぢ右
田支部女性部長

R5.7～
防府市農業委員
会委員

4,699人
（R7.10

末）
正組合

員

出資正組
合員

認定農業
者等の有
無

推薦・応募の理由 名称
代表者又
は管理人
の氏名

団体等の
目的

農地利用最
適化推進委
員への応募

の有無

推薦をする者（団体） 推薦をする者（個人）

氏名 性別 年齢 職業 経歴

推薦を受けた者・応募した者

構成
員数

構成員た
る資格

氏名 性別 年齢 職業
農業経営の状況

2 松永　初惠 女 79 農業

地域の農
業生産の

振興を旨と
して、組合
員の相互
扶助の精
神に基づ
き、共同し
て組合員
の事業及
び生活の
ために必

要な事業を
行い、もっ
てその経
済状態を
改善し、か
つ、社会的
地位の向
上を図るこ
とを目的と

する。

水稲
野菜

72ａ
0.2ａ

無 有

人格・人柄等問題なく、地
域農業振興に高い志をも
つ。また、地域の圃場等を
熟知しておりこれ以上の人

物はいないと考える。

山口県農協
防府とくぢ
統括本部

石丸　和美

有
山口県農協
防府とくぢ
統括本部

石丸　和美

地域の農
業生産の

振興を旨と
して、組合
員の相互
扶助の精
神に基づ
き、共同し
て組合員
の事業及
び生活の
ために必

要な事業を
行い、もっ
てその経
済状態を
改善し、か
つ、社会的
地位の向
上を図るこ
とを目的と

する。

4,699人
（R7.10

末）
正組合

員

出資正組
合員

1 弘中　ヨネ子 女 75 農業
花卉(ユ

リ)
野菜

30ａ
10ａ

無

人格・人柄等問題なく、地
域農業振興に高い志をも
つ。また、地域の圃場等を
熟知しておりこれ以上の人

物はいないと考える。
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農業委員に推薦を受けた者・応募した者のリスト（受付順）

作付 耕作面積

認定農業
者等の有
無

推薦・応募の理由 名称
代表者又
は管理人
の氏名

団体等の
目的

農地利用最
適化推進委
員への応募

の有無

推薦をする者（団体） 推薦をする者（個人）

氏名 性別 年齢 職業 経歴

推薦を受けた者・応募した者

構成
員数

構成員た
る資格

氏名 性別 年齢 職業
農業経営の状況

S54.6～
H16.3

㈱プラント・サー
ビス

H17.4～
R2.6

㈲宮川電工

R3.3～
農事組合法人
上り熊　理事

S40.5～
日本国有鉄道入
社

Ｓ63.4～
新幹線総局広島
車掌所

H5.10～ 防府駅助役

Ｈ10.6～
徳山駅旅客総括
助役

Ｈ14.6～
広島鉄道荷物
（株）徳山営業所

～Ｈ19.2
西日本旅客鉄道
（株）

R2.7～
防府市農地利用
最適化推進委員

出資者無
農事組合法

人上り熊
内田成男

農業生産
についての
協業を図る
ことにより
生産性を
向上及び
組合員の
利益を増
進する。

80人3 内田　徹郎 男 68 農業
水稲
野菜

80a
15a

無

農事組合法人上り熊の理
事として、法人経営に年間
を通じて常時携わり、水
稲・小麦・玉葱の生産に取
り組み農業に関する識見
は十分である。

防府市金波
土地改良区

内田幸夫

農業生産
の基盤の
整備を行

い、農業生
産の向上
を図る。

457人 農地所有4
13a
 7a

無

上右田地区で実施を目指
している圃場整備の役員
として、大変尽力されてい
る。また、農地利用最適化
推進委員としても貢献され
ており、実績もすばらしい。

無三戸　靖博 男 78 農業
水稲
畑
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農業委員に推薦を受けた者・応募した者のリスト（受付順）

作付 耕作面積

認定農業
者等の有
無

推薦・応募の理由 名称
代表者又
は管理人
の氏名

団体等の
目的

農地利用最
適化推進委
員への応募

の有無

推薦をする者（団体） 推薦をする者（個人）

氏名 性別 年齢 職業 経歴

推薦を受けた者・応募した者

構成
員数

構成員た
る資格

氏名 性別 年齢 職業
農業経営の状況

S44.4～
S54.3

㈱北川鉄工所

S54.4～
H22.3

防府市農業協同
組合

無

H22.6～
H31.3

防府とくぢ農協
代表理事・金融
担当常務

立石　昭生 男 75 農業
水稲
畑

果樹
5

20a
20a
10a

無
現状の農地の保全・活用
について取り組みを真剣

に対応したい。
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